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柑
雛
瀞
酌
鞍
鵜
そ
の

他
の
た
め
盛
愈
紺
倉
蟹
勇

　
十
一
日
村
難
薮
脊
に
ウ
い

臣
事
打
合
せ
　
　
　
，
　
　
⊇

　
＋
轟
轟
農
桑
驚
製
饗
野
臥

鹸
嵩
に
開
催
，
　
、
　
、

　
、
，
（
勲
置
嘩
麿
鵡
（
食
藤

毅
）
畿
癒
溺
割
庸
リ

ヰ
翰
潟
｝
公
爵
優
馨
篇
醗
ハ

，
　
　
　
　
　
　
U
㍗
〆
岬
『
，
．
↑
卜
沁

　
　
　
　
乱
　
．
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
p
娠

　
　
　
　
掃
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

禽
鱗
場
で

　
十
・
六
日
　
職
一
腰
薗
二
成
正
閏
（

夢
野
ゆ
き
》

　
十
八
日
　
三
三
計
三
等
に
つ

き
組
合
長
亀
麟
鍋
に
開
傷
一

　
二
十
四
日
　
中
置
蜜
蜂
設
に

9
ご
麟
倉
⇔
別
委
員
三
三
場
瓦

詔
集
　
　
　
　
’

、
昌
十
六
日
　
鐘
盈
減
員
脅
騰

場
に
聞
催

－
　
二
十
（
旨
　
巾
韻
秘
鷺
説
比

高
弾
入
わ
そ
の
他
に
つ
鳶
口
壱
圃

翌　
ヨ
　
月
　
’

　
二
日
　
村
内
P
7
▲
協
騰
◎
昂

戯
場
に
閉
催

　
三
日
頃
懲
蟄
記
念
日
に
つ
。

だ
川
朔
亭
第
村
細
砂
會

だ
六
日
　
惰
防
後
鰻
倉
役
員
脅

及
郡
落
盤
澹
趣
長
息
開
催

　
八
日
　
’

　
　
L
轟
醜
員
逡
皐
の
た
め
村

逡
那
聲
運
餐
員
食
開
催
　
一

　
　
臥
四
丁
幽
に
つ
き
野
合
長

會
儀
開
催
　
、
　
　
　
　
、

’
九
貝
　
歌
人
大
悟
蟄
刷
綿
民

拶
び
謡
講
　
　
．

　
十
日
　
村
報
創
朔
号
企
行

　
十
三
日
、
腫
を
屡
賃
選
任
そ

の
他
に
つ
適
雨
樋
量
旧
師

　
十
六
口
　
村
内
繊
牡
牛
一
月

饗
脅
　
　
、
　
　
　
　
’
、

　
十
八
口
　
幽
谷
日
曝
糠
瀞
弱

肩
訂
脅
舎
闘
儀

、
＋
轟
日
民
鹿
鴇
酒
倉
禰
儲

　
二
十
謄
　
一
霞
倉
駕
門
別
丞
凹
型

色
落
集
　
　
・
　
　
、
，

．
ユ
十
、
明
日
’
日
赤
寡
占
の
た
、

め
婦
人
部
長
脅
開
催
　
　
、

　
一
幅
十
二
日
引
馬
鶴
鑑
讐
罐

騰
喚
澱
舎
開
㌍
　
．

　
二
十
三
日
・
塗
■
院
官
員
選

華
の
た
め
部
帯
臓
在
所
ぼ
内
寸
開

催
　
・

　
二
十
四
隠
，
置
引
巾
肇
校
寝

威
式
華
行
　
　
．

　
二
噸
五
聞
三
農
麟
行
闇
三

唱
路
属
癖

　
　
　
　
　
　
ゆ
院
鵬
糞
下
禽

　
二
十
六
日

旗
説
三
巴
ノ
国
公
民
借
瞭
開
催

　
二
十
九
償
　
村
教
官
會
下
下

輝
小
忙
開
催

　
三
十
騨
日
妻
院
麟
請
願
愚

の
た
め
全
職
員
翻
脊
愈
開
催

　
　
　
　
　
　
ロ

　
六
再
　
　
．

．
卿
欝
・
塗
緬
驚
購
黄
離
島
義

暴
及
鶴
羽
、
　
！
「
驚

　
六
口
駐
日
山
農
魯
鋳

催、

@
　
　
ハ
　
ァ
、

八
日
、
聖
藤
島
霧

　
蜘
掃
融
櫓
費
毫
秦
村

，
承
博
　
圏
癖
鋸
餐
儒
第
澱
へ
・

誰
　
罵
繁
鱗
漉
鳶
．

命
＋
育
三
白
第

穴
學
行
一
　
’
　
　
　
　
L
、
．

　
十
八
日
　
塗
潜
…
三
軒
蟄
改
鷹

眈
窮
谷
一
二
場
に
開
催

　
十
九
日
　
優
義
挽
禦
都
落
衰

彰
及
扉
穏
鹿
申
告
、
醗
闘
の
已
め

二
三
腔
鹿
身
長
及
繊
月
一
一
融

開
催

　
二
十
六
筒
　
串
聾
賞
勘
耕
地

幽
張
斯
長
調
誓
事
釣
合
の
た

め
楽
村
　
曹
，
　
　
　
　
’

　
二
十
九
口
庸
潮
蔀
霞
忙
疫
痢

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

漉
生
　
　
　
　
　
f

　
’
七
月
　
　
　
，

　
一
日
　
悲
禽
縢
座
屈
釧
委
員

禽
開
催
　
　
　
　
　
　
’
・
（

　
六
日
　
農
地
委
員
豊
隔
糖

　
十
鳳
’
村
a
綾
薦
謬
曾
業

中
陀
開
催

　
㌣
二
日
謄
題
額
脅
調
書
工
寮

落
瞬
　
ノ

　
十
一
昌
日
　
藤
膝
組
三
三
脅

　
十
五
口
　
轡
型
簸
幽
壷
開
催

　
十
七
日
　
脊
僻
噂
座
蹴
忌
門
三

宿
作
成
の
た
め
萎
着
「
倉
二
開
催

　
十
八
口
一
食
融
濟
三
三
員

倉
開
催
　
　
　
　
　
’

　
十
九
日
　
側
錦
灘
金
そ
の
他

の
た
め
叡
覧
諮
纏
准
瀞
円
憂
含
晶
開
催

　
帥
一
十
日
　
粒
報
第
二
号
西
伯

　
二
も
一
躍
　
災
轡
復
償
の
た

め
緊
感
奮
曾
無
集

　
二
十
四
闘
、
垂
雪
穐
申
告
髭
や

明
脅
閉
撒
　
　
一

　
（
田
巾
糖
虚
器
罵
言
村
》

　
二
十
六
日
焚
土
蛙
壷
σ
た

め
纏
合
長
愈
騰
開
催

　
二
十
七
日
　
群
口
5
寒
驚
蒔

催
　
　
　
　
　
’

　
二
十
八
日
　
郡
下
戸
工
事
欝

，
協
麟
脅
畿
楊
に
開
催
　
，
　
、

｛再

D
鮒
罐
灘
簾

　
冒
幽
十
一
貝
　
駕
学
部
餐
旨
趣

掬
穏
　
　
．
，
　
　
、

　
八
再

　
一
賞
桑
々
津
、
芝
山
蔵
塗

立
扇
綾
協
鵬
脅
謝
磁
’

　
ニ
ロ
亭
主
織
狩
三
唱
濟
部

各
萎
員
禽
ぐ
迫
が
及
道
路
副
査

　
噛
昌
日
　
澄
桑
銀
輿
土
工
空
玉

倉
開
催
　
　
　
　
’

　
髭
日
　
湘
防
闘
部
長
禽
馬
事

盈
に
開
識
’

　
六
目
　
礎
轡
闘
養
の
蕊
驚
井

獅
霞
↑
至
嘱
　
’

　
七
自
公
野
鱈
射
撃
黄
禽

協
借
－
　
　
　
　
　
・

・
詰
＊
器
簸
繊
麗
集

　
十
呂
賞
　
鷺
郷
轟
協
紅
炉

審
縮
翫
鰭
董

　
　
　
　
　
ゆ

．
＋
轍
寧
　
　
　
莚
聖

臥
　
　
　
　
　
　
　
　
，
夢

務
腔
左
所
長
禽
棚
催

　
六
日
・
郡
下
各
町
村
胎
務
協

●
倉
麟
場
に
開
催
　
　
㌔

　
　
　
　
（
國
勢
脚
養
》

　
七
口
　
旛
潮
小
耳
動
會

　
八
日
、
東
巾
蓮
勧
倉
「
、

　
九
胃
　
納
捜
二
月
注
射
二
三

活
躍
助
沓
貴
体
調
登
創
始

坪
谷
中
小
蓮
動
禽
正
月
、
越
小

蓮
勘
倉

　
十
日
　
臨
時
名
簿
翻
馳
偶
の
た

め
都
滞
駐
詫
厨
琵
禽
開
償
’

　
十
二
日
三
崩
黍
逡
學
の
た

め
村
業
曝
管
窟
唇
資
會
開
白

　
十
三
目
村
内
峰
校
長
愈
麟
開

催
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
十
四
口
’
●
倉
回
忌
都
餐
員

脅
輻
集
　
　
　
　
　
　
＼

　
十
七
日
越
丈
化
祭
に
つ
き
關

回
書
合
噺
開
催

　
十
八
日
号
村
内
各
部
藩
麗
弓

鋸
畿
脅
開
始
　
迫
之
内
よ
物

　
二
十
四
日
　
廓
卿
三
三
峯
棚

倉
漉
脆
禽
小
野
田
公
民
鱈
に
開

催　
二
＋
賦
圓
、

傭
　
　
　
’

　
二
十
六
日

催
、
二
十
八
圓

挙
行

　
三
十
一
日

適
地
旧
姓
食
開

馬
匹
餐
員
曾
開

菟
鴛
綾

　
　
　
　
　
　
幽
囚
＋
隔
年
捷

追
加
予
凌
礪
の
た
め
村
倉
招

集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
十
囎
月
　
　
．

　
六
口
　
邦
中
越
識
分
校
購
築

覆
つ
き
麟
弁
証
遡
萎
直
感
蟄
渠

臨
監
㈱
継
講

行
、
＋
一
室

　
十
三
観

　
十
四
概

開
催

　
十
一
日

縣
較
褥
逡
卓
一
景

駒
慶
婚
禽
鰍
催

農
鵡
騨
叢
動
員
倉

さ
い
き
る
　
　
・

　
　
　
　
　
ざ

．
識
購
剛
瀞
禦
麟
義

奪
懸
隔

　
　
　
　
　
圷
中
、
驚
表
分
睡

臥
築
工
群
入
札
執
行

．
（
首
寓
辺
で
露
鳥
親
藩
粍
》
　
、

　
十
六
口
血
晒
米
促
漁
そ
の
他

に
つ
き
戯
産
卵
食
盛
但

　
十
七
日
　
民
地
餐
鳳
脅
三
値

　
二
十
四
日
　
丈
化
祭
酷
虐
打

合
禽
開
他

　
．
二
十
七
旧
、
償
却
韓
藍
申
告

打
合
禽
開
催

．
畿
十
九
日
　
旧
臣
に
つ
ぎ
農

桑
三
三
萎
三
日
開
穫

’
三
十
日
　
簗
跡
槍
に
り
壼

組
合
長
島
開
催
　
”
　
　
5

・
十
二
月
・

毒
’
鍵
㎜
鵡
縷
言麗

藁．

　
十
一
口

會
闘
灘

　
十
三
ロ

食
開
催

℃
隅
事
風
孟
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
無

母
恥
涛
自
立
鵠
騰

船村
縄
濟
自
立
竪
町

青
少
隼
防
犯
座
談
倉
開
催

国
山
回
幹
部
打
合
倉
目
時

　
十
四
日
　
駕
三
部
三
三
置
酒

集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
十
六
口
　
村
内
校
長
臨
席
脅

越
表
小
に
開
催

　
十
八
日
　
山
林
都
委
員
庸
開

催　
十
九
ほ
　
紬
務
部
三
五
會
開

催
　
　
　
　
　
．

　
二
十
二
日
　
地
見
博
士
漁
村

講
昏
開
催

　
　
　
　
　
一

　
二
十
曜
日

　
　
L
農
地
餐
員
言
置
催

　
　
匹
敵
勝
部
萎
貫
脅
開
催

　
　
a
三
選
肇
聲
瑠
委
員
會
開

催
　
　
　
　
、

　
　
ら
土
器
杯
億
麺
式

　
二
十
六
酵
　
馨
鷺
際
船
改

旧
例
臨
監
の
た
め
村
金
矯
集

　
二
十
八
日
、

’
　
鮎
供
米
優
良
三
主
推
鳶
そ

の
他
の
た
め
部
露
…
駐
窟
幽
堺
長
倉

開
催

　
　
鉱
本
日
を
も
つ
て
昭
和
二

十
玉
年
度
殺
場
事
灘
休
止

　
ロ
　
　
ミ
　
　
　
　

犬
の
墜
録
に
就
い
て

　
　
　
　
　
思
置
生
唾
．

畜
犬
の
厨
有
者
は
村
長
を
鶴
て

駁騨

m
日
・
に
犬
の
登
録
申
請
を
せ

よ
と
の
狂
犬
予
防
洩
ボ
制
定
さ

　
雲
し
た
隼
登
録
を
し
な
い
と

竃
窩
国
以
下
の
罰
㍗
胴
親
…
に
盧
帰
せ

ら
れ
富
す
電
窺
瀬
棚
登
録
の

犬
の
醇
剛
宥
二
智
は
一
月
中
に
登
饅
甲

申
請
を
せ
ら
れ
る
亭
を
希
蓬
鎖

し
ま
す
●

爾
本
革
二
月
一
口
よ
り
本
村
全

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

禦
に
亘
り
犬
の
窮
査
が
開
始
さ

れ
駕
し
て
壷
網
搬
曲
揚
が
貸
施
さ

れ
雲
ナ
の
で
あ
は
愛
で
御
卸
ら

せ
等
し
雲
学
●

　
　
百
日
咳
「
タ
グ
り
」
の
豫
防
接
種

　
　
に
就
い
て
御
知
ら
せ
　
庸
趨
勢
か
ら

　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

隷
織
綾
舞
縷
講
瞬
麟

の
部
落
は
栗
接
種
κ
あ
り
止
し
　
大
切
な
瀦
三
期
聞
に
あ
る
子
供

た
の
で
ζ
れ
を
宏
祀
嚢
重
量
翼
②
傑
健
備
生
に
勢
⑳
塞
し
せ
う

・
百
臼
咳
電
通
接
裡
回
読
計
登
表

下
秀
一 表 雫 谷 豊 坂一層

’野
・膏蓄
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一
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一
ラ
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二
2
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一　　　で

縺
V
一

今
廟 ㌻

十月
Z
日

浄画

ﾝ

〃 二〃　〃 二〃 二〃 〃 三〃 二尉 顯十月 一
’ 九

， 夢 六
日

五
胃

四
日

三
日 肩

一 一一 ＿一 ，＝『一 嗣ρ 〃 〃 ！〃 〃
一

≡三〃
脚

三 二 月 ’

朝 三一

一 デ 十 画
㌧ ⊆L 日 ロー 日 圧

・〃 〃 了 箪 弱 田 遁 接
皓 〆

幅 ’ 獅 濾 坂 磨 ・公之

』

小
學
嫁

小
學
鋭

涼
噛
｛
挙
比

公
湧

公
器

扇内

｢

還
魂
エ

〃 ρ 〃

t

〃 吻 〃 九自
[』F 陣

σ
i間

　
　
ノ
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曳

’
主
要
食
糧
小
賓
著
書
業
者
甲

（バ

刀
A
生
め
ん
．
ゆ
で
め
ん
を
除
く
）
の
登
録
に
つ
い
も
▼

枯
内
②
撃
ん
朔
暫
し
轟

謎
田
鷹
う
こ
ぎ
い
雲
す
瓠
て
欝

燦
ん
も
臼
激
知
の
溜
り
今
瑚
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

糧
公
園
が
慶
働
き
れ
る
こ
と
に

な
り
雀
楽
の
駆
給
貯
に
代
つ
で

費
さ
ん
の
自
由
選
撮
に
よ
ろ
登

　
ロ撒

に
よ
悔
沸
網
棚
肉
翻
ら
し
く

爵
景
鷹
聯
膿
β
嶺
擁
a
に

　
　
　
　
　
ノ
壕

｛
ヤ
竃

近
食
糧
事
僧
が
糟
々
戯
和
毫

た
事
も
犬
凄
い
臨
画
の
一
つ
で

言
う
が
競
も
通
な
る
目
的
は
次

の
三
つ
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